
長崎平和集会長崎平和集会

8/8～9長崎
【参加者５名】

（連合愛媛）

寺 田　淳 泰

（JAM井関農機労組）

井 谷　哲 也

（JAM井関農機労組）

渡 部　浩 光

（四国電力総連）

松 本　洋 一

（四国電力総連）

谷 村　春 一

長崎から北海道へピースフラッグリレー長崎から北海道へピースフラッグリレー

2022
平和行動
ｉｎ長崎

2022
平和行動
ｉｎ長崎
8/8（月）～9（火）8/8（月）～9（火）

　広島からリレーされた平和行動の第3弾となる、「連合2022平和行動in長崎」が8月8日（月）～

9日（火）長崎市で開催され、連合愛媛からは、各構成組織より選出された皆さんと事務局の5名

が参加しました。

　8月8日（月）に開催された被爆77年「連合2022平和ナガサキ集会」には、全国から1，115名

の仲間が集結し、核兵器廃絶と恒久平和の実現を目ざしていくことを確認しました。また、被爆

者の訴えとした三瀬清一朗氏の講演では、当時の悲惨な状況を知ると同時に、こ

のような悲劇が二度と繰り返されてはならないと強く思いました。ナガサキから

の平和アピールでは、自由で民主的な社会の意義、それを支えることの重要性を

改めて認識しなければならない、そして平和を願うすべての仲間の力を総結集し、

核兵器廃絶と恒久平和の実現することを宣言し、参加者全体で確認しました。

　8月9日（火）には、連合長崎青年委員会のメンバーが、ガイドを務めるピース・

ウォークに参加するとともに、原爆資料館・祈念館の見学を行い、悲惨な歴史を

振り返り原爆に関する様々な記録から感じたことを、それぞれの心の中で祈りへ

と変え、平和の尊さを噛みしめた平和行動となりました。

　沖縄からリレーされた平和行動の第2弾として、「連合2022平和行動in広島」が8月5日（金）

広島市で開催され、連合愛媛からは、次代を担う青年層を中心に各構成組織から選出された皆さ

んと事務局の6名が参加しました。

　８月５日（金）は、午後から行われたピース・ウォークに参加し、連合広島青年・女性委員会メ

ンバーから平和記念公園内の慰霊碑について説明を受け、それぞれの慰霊碑に込められた平和へ

の願いを知ることができました。

　会場を移して行われた「被爆77年連合2022平和ヒロシマ集会」では、被爆体

験証言として、切明千枝子さんの体験談をお聞きし、改めて戦争や原爆の悲惨さ

を思い知り、平和活動の重要性を再認識するとともに、二度とこのような戦争を

起こしてはならないと強く感じました。

　平和アピールでは、全国からの参加者（1，035名）全員で核兵器廃絶と世界の恒

久平和の実現をめざしていくことを誓い合いました。最終日の8月6日（土）には

平和祈念式典に参加し、黙祷を捧げるげるとともに改めて恒久平和を祈りました。

今回の平和行動に参加して、「見て、聞いて、感じたこと」を構成組織で伝えてい

ただければと思います。

語り継ぐ戦争の実相と運動の継続で

広島平和集会広島平和集会

広島から長崎へピースフラッグリレー広島から長崎へピースフラッグリレー 

8/5～6広島
【参加者６名】

（連合愛媛）

寺 田　淳 泰

（JAM井関農機労組）

神 岡　直 哉

（JAM井関農機労組）

宗 元　義 次

（伊予鉄労組）

藤 岡　正 臣

（帝人労組松山支部）

阿 部　　 雅

（帝人労組松山支部）

三 浦　香 織

語り継ぐ戦争の実相と運動の継続で

核兵器廃絶と恒久平和を実現しよう核兵器廃絶と恒久平和を実現しよう

2022平和行動ｉｎ広島2022平和行動ｉｎ広島
8/5（金）～6（土）8/5（金）～6（土）

　ディーセント・ワーク （Decent  Work） とは、「働きがいのある人
間らしい仕事」と訳され、人間らしい生活を継続的に営める人間らし
い労働条件の仕事のことをさします。1999年のＩＬＯ（国際労働機関）
の総会においても、このディーセント・ワークは 21世紀のＩＬＯの目
標とされ、連合は、ディーセント・ワークの実現を呼びかけています。
　つまり、私たちが日ごろ取り組みの基盤としている①労働者の権利の保障、②十分な収入、③適
切な社会的保護、④雇用の創出など、そういったものを大切にした仕事が「ディーセント・ワー
ク」なのです。
　連合が加盟している国際労働組合総連合（ＩＴＵＣ）は、公正で持続可能な社会の実現に向けた取
り組みの一環として、2008年より 10月７日を『ディーセント・ワーク（働きがいのある人間らし
い仕事）世界行動デー』と定め、加盟組織に世界一斉行動の実施を呼びかけています。

　ディーセント・ワーク （Decent  Work） とは、「働きがいのある人
間らしい仕事」と訳され、人間らしい生活を継続的に営める人間らし
い労働条件の仕事のことをさします。1999年のＩＬＯ（国際労働機関）
の総会においても、このディーセント・ワークは 21世紀のＩＬＯの目
標とされ、連合は、ディーセント・ワークの実現を呼びかけています。
　つまり、私たちが日ごろ取り組みの基盤としている①労働者の権利の保障、②十分な収入、③適
切な社会的保護、④雇用の創出など、そういったものを大切にした仕事が「ディーセント・ワー
ク」なのです。
　連合が加盟している国際労働組合総連合（ＩＴＵＣ）は、公正で持続可能な社会の実現に向けた取
り組みの一環として、2008年より 10月７日を『ディーセント・ワーク（働きがいのある人間らし
い仕事）世界行動デー』と定め、加盟組織に世界一斉行動の実施を呼びかけています。

「ディーセント・ワーク」「ディーセント・ワーク」「ディーセント・ワーク」「ディーセント・ワーク」
という言葉を聞いたことがありますか？という言葉を聞いたことがありますか？

すべての人たちにディーセント・ワークを！ － Decent Work For All！－すべての人たちにディーセント・ワークを！ － Decent Work For All！－すべての人たちにディーセント・ワークを！ － Decent Work For All！－
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連合愛媛のホームページをリニューアルしました。http://www.rengo-ehime.jp/

ゆとり豊かさ社会的公正

生活者重視社会の実現
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